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実験１ 石灰石(CaCO3）を熱分解する 写真１

① 空のるつぼの質量を計り、CaCO3を

入れて質量を計る。

② マッフルにセットして、３分加熱後、

最強の火で２０分加熱する。（写真１）

③ 火を消してから、５分後マッフルか

ら出す。

④ 冷えてから、質量を計る。

⑤ カタログの紙等に２・３粒のせて、

水を１・２滴たらし、紙を折ってそっ

と指ではさんで観察する。

発熱が観察できる。

CaCO3→ CaO＋ CO2

CaO+H2O→ Ca(OH)2

⑥ ⑤にフェノールフタレイン溶液を１滴

たらす。赤くなり、塩基性であることがわかる。

⑦ 加熱後のるつぼの物質に水を加えてよく混ぜる。

石灰水ができる。

実験２ 乾燥剤（CaO)に水を加える。
写真２

① 乾燥剤の封を切り、袋ごと２００ mL
ビーカーに立てる。(写真２）

② ２ mL ピペット２つまみ(またはペッ
トボトルのキャップ１杯）を乾燥剤

に加え、しばらく待つ。

③ 変化が終わったら、少量を蒸発皿に

とり、フェノールフタレイン溶液を

１滴たらす。

④ 残りをペットボトルに入れ、水を

満たし一晩おき、石灰水を作る。



実験３ 石灰水から CaCO3をつくる

① 実験１⑦のるつぼの液をろ過して試験管に１/２弱入れる。
② 実験２④のペットボトルの液も、２本の試験管に１/２弱入れる
③ ①と②の１本にストローで息を吹き込み変化を観察する。

Ca(OH)2＋ CO2→ CaCO3↓＋ H2O
④ 更に息を吹き込み変化を見る。ボンベの CO2を入れてもよい。

CaCO3＋ H2O＋ CO2→ Ca(HCO3)2

⑤ 無色になったら、そのうち１本と息を吹き込んでいない１本にフェノールフタ

レイン溶液を１滴入れ、比べる。

⑥ フェノールフタレイン溶液を入れていない液を色つき蒸発皿に入れて加熱する。

Ca(HCO3)2→ CaCO3＋ H2O＋ CO2

⑦ 水がなくなったら、火を消す。

⑧ 蒸発皿が冷えたら、５ｍ L 駒込ピペット２つまみの水を加えてよく混ぜ、液を
試験管に入れて観察する。水に溶けない物質に変化したことが分かる。

⑨ ⑧から５ｍ L 駒込ピペット１つまみを別の試験管に取る。
⑩ １本に、ストローで息や CO2を吹き込んで変化を観察する。（④にもどる）
⑩ もう１本には塩酸を加えて変化を観察する。

CaCO3＋２ HCl→ CaCl2＋ H2O＋ CO2


